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このガイドについて

このガイ ドでは、 Novell® ZENworks® for Desktops (ZfD) 4 Preboot Services をネッ ト ワー
ク上にインス トールおよび展開し、 管理するための情報を提供します。 次の章から構
成されています。

! 9 ページの ｢ ZENworks for Desktops Preboot Servicesの理解｣

! 15 ページの ｢ ZENworks for Desktops Preboot Servicesのインス トールとセッ ト アップ｣

! 25 ページの ｢ネッ ト ワーク環境での ZENworks for Desktops Preboot Services の展開｣

! 39 ページの ｢ ZENworks for Desktops Preboot Services の管理｣

その他のマニュアル

Novell ZENworks for Desktops (ZfD) 4、 ZfD 4 Support Pack 1 (SP1)、 および ZfD 4.0.1の
ユーザがこの製品を実装するための、 インス トール、 計画、 セッ ト アップ、 およびテ
ス ト などの一般的な手順については、 『ZENworks for Desktops 4 インス トールガイ ド』 
(http://www.novell.com/documentation/japanese/zdpr/index.html) を参照して ください。

ZENworks スターターパッ ク、 ZENworks 2、および ZENworks for Desktops 3.x から ZfD 4 
SP1/4.0.1へのアップグレード、 およびこれらを ZfD 4環境で動作させるためのアップ
グレードについては、 『ZENworks for Desktops 4 Upgrade Guide』 
(http://www.novell.com/documentation/japanese/zdpr/index.html) を参照して ください。

運用環境のなかで ZfD 4/SP1/4.0.1 コンポーネン トの環境を設定し使用する場合の包括
的で概念的な説明については、 『ZENworks for Desktops 4管理ガイ ド』 
(http://www.novell.com/documentation/japanese/zdpr/index.html) を参照して ください。

Novell Application LauncherTMからディ レク ト リ対応の管理機能とシンク ライアン ト アプ
リ ケーシ ョ ンの配布機能を提供する ZfD DeFrameTMの管理については、 『ZENworks for 
Desktops 4.0.1 DeFrame インス トールおよび管理ガイ ド』 
(http://www.novell.com/documentation/japanese/zdpr/index.html) を参照して ください。

ワークステーシ ョ ン間でユーザのシステム設定、 アプ リ ケーシ ョ ン設定、 初期設定、
およびデータファ イルを移行するコンポーネン トである ZfD Personality Migrationの管
理については、 『ZENworks for Desktops 4 Personality Migration ガイ ド』 
(http://www.novell.com/documentation/japanese/zdpr/index.html) を参照して ください。

Novell Cluster Services環境における ZfD 4.0.1( このバージ ョ ンのみ )のインス トール、
環境設定、 およびテス トについては、 『ZENworks for Desktops 4.0.1 ク ラスタ リ ングガイ
ド』 (http://www.novell.com/documentation/japanese/zdpr/index.html) を参照してください。

運用環境における ト ラブルシューティングの方針、 および ZfD 4/SP1/4.0.1の使用中に
発生する問題に対して表示されるエラーメ ッセージについては、 『ZENworks for 
Desktops 4 ト ラブルシューティングガイ ド』 
(http://www.novell.com/documentation/japanese/zdpr/index.html) を参照して ください。

http://www.novell.com/documentation/japanese/zdpr/index.html
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マニュアルの更新

ZENworks for Desktops Program CDに収められたドキュ メン トに含まれていないアップ
デート版については、 ZENworks for Desktops 4 Documentation Webサイ ト  
(http://www.novell.com/documentation/japanese/zdpr/index.html) で確認して ください。

表記規則

Novellのドキュ メン トでは、 大な り記号 (>) を使用して手順内の操作と相互参照パス内
の項目の順序を示します。

商標記号 (®、 TM など )は、 Novellの商標を示します。 アスタ リ スク (*)は、 サードパー
ティの商標を示します。

プラ ッ ト フォームによって円記号で表記する場合とスラ ッシュで表記する場合がある
パス名は、 円記号で表記します。 UNIX* など、 スラ ッシュを使 う必要があるプラ ッ ト
フォームを使用しているユーザは、 必要に応じてスラ ッシュを使用してください。

http://www.novell.com/documentation/japanese/zdpr/index.html
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1 ZENworks for Desktops Preboot Servicesの理解

この章では Novell® ZENworks® for Desktops (ZfD) 4 Preboot Services を理解する う えで役
に立つ情報を提供します。 次の内容について説明します。

! 9 ページの ｢ ZfD 4 Preboot Servicesについて｣

! 10 ページの ｢典型的な Preboot Services の動作｣

! 10 ページの ｢ Preboot Services の処理流れ図｣

ZfD 4 Preboot Servicesについて

PXE (Preboot Execution Environment)は、 ワークステーシ ョ ンのオペレーティングシス
テムが起動する前に、 ネッ ト ワークからワークステーシ ョ ンをブート しプログラムを
実行させるこ とができる業界標準のプロ ト コルです。 PXEでは、 DHCP (動的ホス ト構
成プロ ト コル )および TFTP (Trivial File Transfer Protocol)が使用されます。 PXE環境
は、 NIC またはシステム BIOSの、 フラ ッシュ メモ リ または読み込み専用メモ リから
ロード されます。

ZfD 4 Preboot Servicesは PXE を使用して、 対象のワークステーシ ョ ンに指定されたイ
メージ作成処理があるかど うかを検出し、 ZfD イ メージング環境のブートに必要なファ
イルをワークステーシ ョ ンに供給します。

Preboot Services を使用するこ とで、 たとえワークステーシ ョ ンのハードディ スクが空
の状態であっても、 イ メージをワークステーシ ョ ンに配置できます。 ワークステー
シ ョ ン上に、 ZfD イ メージングブートディ スク、 ZfD イ メージングブート CD、 または
ZfD イ メージングハードディ スク (Linux*)のパーティシ ョ ンは必要あ り ません。 

Preboot Services を使用するには、 事前に次の作業が必要です。

! イ メージングサーバに、 ZfD 4のイ メージングおよび Preboot Services (PXE Support)
のコンポーネン ト をインス トールします。

! ワークステーシ ョ ンの PXE を有効にします。

! イ メージングサーバまたは別のネッ ト ワークサーバに、標準の DHCPサーバを設定
します。

イ メージングサーバに ZfD 4および Preboot Services をインス トールする場合、 ワーク
ステーシ ョ ンで PXE を有効にする場合、 および DHCPサーバを設定する場合の各要件
については、 15 ページの第 2 章 ｢ ZENworks for Desktops Preboot Services のインス トー
ルとセッ ト アップ｣を参照して ください。
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典型的な Preboot Servicesの動作

PXE対応のワークステーシ ョ ンがブート を開始する と きに、 Preboot Servicesおよびイ
メージングを実行するサーバの IP アド レスを決定するために、 DHCPディ スカバ リ要
求を送信します。 DHCPサーバはク ライアン トが使用する IP アドレスを返し、 Proxy 
DHCPサーバは Preboot Services ク ラ イアン トのファ イル名と と もに、 ト ランザクシ ョ
ンサーバ、 TFTPサーバ、 および MTFTP (Multicast TFTP)サーバの IP アドレスを返し
ます。

次に、 PXE ワークステーシ ョ ンは TFTP または MTFTP を使用して Preboot Services ク
ラ イアン ト (dinic.sys) をダウンロード します。

Preboot Services ク ラ イアン トがダウンロード され実行される と、 ワークステーシ ョ ン
は Preboot Services ト ランザクシ ョ ンサーバを確認し、 必要なイ メージ作成処理がある
かど うかをチェ ッ ク します。 イ メージ作成処理がある場合には、 ワークステーシ ョ ン
はサーバから ZfD Workstation Imaging環境 (linux.1、 linux.2、 および loadlin.exe) をダウ
ンロード して Linux をブート し、 イ メージ作成を実行できます。 実行するイ メージ作成
処理がない場合には、 これらのファ イルはダウンロード されず、 ワークステーシ ョ ン
は本来のオペレーティングシステムのブート を始めます。

Preboot Servicesの処理流れ図

次の図 (1～ 3)は、 Preboot Services (PXE) ク ラ イアン ト ワークステーシ ョ ン と Preboot 
Servicesおよびイ メージングを実行するサーバ間の処理の流れを示したものです。 PXE
ク ラ イアン ト ワークステーシ ョ ンが電源オンしブートが開始される と ころから、 その
ワークステーシ ョ ンでイ メージ作成処理が開始されるまでの処理を含みます。

これらの図は、 1つの完全なプロセスを示すために使用されています。 3つの図は、 そ
れぞれ順番に、 ステップ 1～ 5、 6～ 11、 12～ 19 を示し、 各ステップ番号は図の後に
続く表で使用されている番号に対応します。

この例では、 DHCPサーバと Preboot Servicesおよびイ メージングを実行するサーバは、
ネッ ト ワーク上の 2つの異なったサーバとなっていますが、 同一のサーバで実行する
こ と もできます。 この他に、 ク ラ イアン ト ワークステーシ ョ ンおよび各サーバは LAN
環境に置かれているこ とが前提となっています。
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図 1(ステップ 1～ 5)

ステップ 説明

ワークステーションが電源オンし、ブートを開始します。PXE (BIOS、ネットワークインタフェース、または PXE-
on-Diskブートディスクにより起動 )がネットワークに DHCP要求を送信します。DHCP要求には PXE拡張機能が含
まれています。

DHCPサーバが、ワークステーションが使用する IPアドレスを返します。このステップは、ステップ 3と前後し
て発生する可能性があります。

Proxy DHCPサーバが、Preboot Servicesトランザクションサーバ、Preboot Servicesの TFTPおよび MTFTPサー
バの各 IPアドレス、および Preboot Servicesクライアント (dinic.sys)を返します。

Preboot Servicesクライアントには、オペレーティングシステムがロードされる前にワークステーションを使用
可能にするプリブートコンポーネントが含まれています。このコンポーネントにより、ワークステーションにオ
ペレーティングシステムがインストールされていない場合でも、ワークステーションが確実にトランザクション
サーバにアクセスできるようになります。

TFTPまたは MTFTPを使用して、Preboot Servicesクライアント (dinic.sys)が PXEクライアントワークステー
ションにダウンロードされます。

デフォルトでは、ワークステーションのブート処理を迅速に実行するために TFTPが使用されますが、環境設定を
変更して MTFTPを使用することもできます。詳細については、15 ページの第 2 章 ｢ ZENworks for Desktops 
Preboot Servicesのインストールとセットアップ｣を参照してください。

ステップ 1で PXE-on-Diskブートディスクが使用された場合には、Preboot Servicesクライアントはダウンロー
ドされる必要がなく、このステップは発生しません。

Preboot Servicesクライアントが PXEクライアントワークステーションにロードされます。
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図 2(ステップ 6～ 11)

ステップ 説明

Preboot Servicesクライアントがワークステーション上のイメージセーフデータを読み取ります。

Preboot Servicesクライアントがトランザクションサーバに接続し、サーバの認証を受けます Preboot Services
クライアントは、トランザクションサーバにワークステーションの情報を送信し、PXEメニューをこのワークス
テーションに表示する必要があるかどうかの判断を要求します。

トランザクションサーバは、このワークステーションに PXEメニューを表示する必要があるかどうかを調べるた
めに zenpxe.nlmをチェックします。

Zenpxe.nlmはイメージングプロキシサーバをチェックして、このワークステーションに PXEメニューを表示する
必要があるかどうかを判断します。

イメージングプロキシサーバは、ワークステーションオブジェクト、ワークステーションポリシー、またはこの
ワークステーションに適用されるサーバポリシーの PXEメニュー設定を確認します。この設定で指定できるのは、
表示しない、常に表示する、ワークステーションのブート時に特定のキーが押されたときのみ表示する、です。

イメージングプロキシサーバが PXEメニュー設定についての情報をトランザクションサーバに送信します。

トランザクションサーバは PXEメニュー設定についての情報を Preboot Servicesクライアントに送信します。
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図 3(ステップ 12～ 19)

ステップ 説明

PXEメニューがワークステーションに表示される設定の場合には、TFTPまたは MTFTP経由でワークステーション
に送信され、表示されます。 

ユーザは PXEメニューから項目を選択できます。ユーザが自動モードまたは診断モードでの継続を選択した場合、
Preboot Services処理はステップ 13に進みます。ユーザがこの他の項目を選択した場合には、Preboot Services
処理は継続されません。

PXEメニューをワークステーションに表示しない設定の場合 (または特定のキーを押す必要があったのに押さな
かった場合 )には、Preboot Services処理のこのステップは省略されステップ 13に進みます。

Preboot Servicesクライアントが、このワークステーションに指定されたイメージ作成処理があるかどうかを確
認するために、トランザクションサーバに要求を送信します。

トランザクションサーバは、このワークステーションに指定されたイメージ作成処理があるかどうかを確認する
ために、zenpxe.nlmをチェックします。

Zenpxe.nlmは、このワークステーションに指定されたイメージ作成処理があるかどうかを確認するために、イ
メージングプロキシサーバをチェックします。 

イメージングプロキシサーバは、属性、マルチキャストセッション、およびイメージ作成ルールに対する一部の
チェックしか実行しません (イメージ作成処理に対するより綿密なチェックは、ワークステーションが Linuxを
ブート後、イメージングエンジンによって実行されます )。

イメージングプロキシサーバは、このワークステーションに指定されたイメージ作成処理についての情報をトラ
ンザクションサーバに送信します。

トランザクションサーバは、このワークステーションに指定されたイメージ作成処理についての情報を Preboot 
Servicesクライアントに送信します。

Preboot Servicesクライアントは TFTPサーバにアクセスし、ZfD Workstation Imaging (Linux)環境 (linux.1、
linux.2、および loadlin.exe)のブートに必要なファイルをダウンロードします。

ワークステーションは ZfDイメージング環境をブートし、イメージ作成処理に進みます。

イメージの作成が完了すると、Preboot Servicesクライアントはステップ 13に戻り、他のイメージ作成処理がな
いかどうかを確認します。
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2 ZENworks for Desktops Preboot Servicesのインス
トールとセットアップ

この章では、 Novell® ZENworks® for Desktops (ZfD) 4 Preboot Servicesのインス トールと
セッ ト アップを行 う う えで役に立つ情報を提供します。 次の ト ピッ クについて説明し
ます。

! 15 ページの ｢システム要件｣

! 16 ページの ｢ Preboot Services のインス トール｣

! 18 ページの ｢ Preboot Servicesサーバのセッ ト アップの確認｣

! 21 ページの ｢ワークステーシ ョ ン上での PXEの有効化｣

システム要件

ZfD 4 Preboot Servicesが正し く機能するためには、 IP層をサポートする LAN( ローカル
エ リ アネッ ト ワーク )が必要です。 その他の要件は次のとおりです。

Preboot Servicesおよびイメージングを実行するサーバの要件

対象項目 最低要件

プロセッサ Pentium* II、350MHz以上

ネットワークオペレーティングシステ
ム

次のいずれかが必要です。

! Windows* NT* 4(SP6a以降を適用 )

! Windows 2000

! Windows XP

! NetWare® 5.1(nw51sp34.exe以降のパッチプログラムを
適用 )

! NetWare 6

使用可能なディスク空き容量 10MB

RAM 128MB

LAN接続 Ethernetまたはトークンリング
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クライアントワークステーションの要件

ZfD 4 Preboot Services をインス トールする前に、 ZfD 4 Preboot Services をインス トール
しよ う と している同じサーバ、 またはネッ ト ワーク上の別のサーバに、 標準の DHCP
サーバがすでにインス トールされている必要があ り ます。 

標準の DHCPサーバ (厳密には、 Proxy DHCP コンポーネン ト )が ZfD 4 Preboot 
Services をインス トールしよ う と している同じサーバに置かれている場合、 DHCP サー
ビスのオプシ ョ ンタグ 60 を設定するこ とが必要です。 詳細については、 20 ページの 
｢ NetWare 6 DHCPサーバへの標準の DHCP サービスおよび Proxy DHCP サービスの
セッ ト アップ｣および 19 ページの ｢ Windows 2000 Advanced Serverでの標準の DHCP
サービスおよび Proxy DHCPサービスの設定｣を参照して ください。

重要 : 標準の DHCPサーバをすでに実行している NetWare® 5.xサーバに ZfD 4 Preboot Services (厳密に
は、Proxy DHCPコンポーネント )をインストールし実行することは、NetWare 5.1の DHCPプロトコルでオ

プション 60が用意されていないため、サポートされていません。

Preboot Servicesのインストール

ZfD 4 Preboot Servicesは、 ZfD 4 インス トールプログラムの一部と してインス トールさ
れます。 Preboot Servicesのインス トールは、 この節の手順に従って ください。

1 ZENworks for Desktops 4 を管理するための ConsoleOne® を後で実行できるネッ ト
ワークワークステーシ ョ ン ( または Windows NT/2000/XPサーバ ) を選択します。
このワークステーシ ョ ンまたはサーバで、 ZfD 4 インス トールプログラムを実行す
るこ とにな り ます。

重要 : ZfD 4インストールプログラムを実行している間は、このワークステーションまたはサーバ、お

よび他のすべての管理ワークステーションまたはサーバで、ConsoleOneを実行しないようにしてくだ

さい。

2 ZfD 4 ソフ ト ウェアをインス トールする Novell eDirectoryTM ツ リーにログインして、
インス トールの間、 すべての NetWareサーバの認証を自動的に受けるこ とができ
るよ うにします。

このツ リーは ZfD 4のためのスキーマの拡張先と して計画しているツ リーと同じで
あるこ とが必要です。 これによ り、 インス トールの間、 ツ リー内のすべての
NetWare ターゲッ トサーバから自動的に認証を受けます。

3 選択したワークステーシ ョ ンまたはサーバの CD-ROM ド ラ イブに、 ZENworks for 
Desktops Programの製品 CD を挿入します。

winsetup.exeプログラムが自動的に実行されます。 プログラムが自動的に実行され
ない場合は、 CD のルートから手動で実行します。

対象項目 最低要件

プロセッサ Pentium、75MHz以上

ネットワークカード PXE対応 (ネットワークカードが PXE対応でない場合には、PXE-
on-Diskブートディスクを使用してブート可能 )

使用可能なディスク空き容量 必要なし

RAM 16MB

ディスプレイアダプタ VGA(16ビットカラー )
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4 ［Installation］ > ［Install ZFD Server to launch the setup program］ > ［Next］ の順にク
リ ッ ク します。

5 必要に応じて、 ド ロ ップダウン リ ス トから言語を選択します。

6 License Agreement(使用許諾契約 ) を読み、 契約内容の条項に同意する場合は、
［Accept］ をク リ ッ ク します。

使用許諾契約の条項に同意されない場合は、 ソフ ト ウェアをインス トールしないで
ください。

7 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

8 Installation Requirements( インス トール要件 ) を確認します。 Preboot Services の要件
の詳細については、 15 ページの ｢システム要件｣を参照して ください。 ZfD 4の要件
の詳細については、 『ZENworks for Desktops 4 インス トールガイ ド』 にある 「イン
ス トールの準備」 を参照して ください。 インス トール対象のシステムが要件を満た
している場合には、 ［Next］ をク リ ッ ク します。

9 ［Select the Tree］ ダイアログボッ クスで、 ZfD 4の Imaging and Preboot Servicesのイ
ンス トール先のディ レク ト リ ツ リー名を直接入力するか参照して入力します。 この
ディ レク ト リ ツ リーのスキーマを拡張するには、 ［Extend Schema］ チェ ッ クボッ ク
スをオンにします。 ［Next］ をク リ ッ ク します。

注 : ZfD 4を複数のツリーに同時にインストールすることはできません。

スキーマの拡張は何度でもできます。 ［Login］ をク リ ッ ク し、 適切な権利を持つ
ユーザの名前とパスワードを入力するこ とで、 そのツ リーに対して認証を受けるこ
とができます。

10 ［Select the ZENworks Server Components］ ダイアログボッ クスで、 ［Workstation 
Imaging］ (および、 その他のインス トールするコンポーネン ト ) を選択して、
［Next］ をク リ ッ ク します。

11 ［Select the Target Servers］ ダイアログボッ クスで、 ［Add Servers］ をク リ ッ ク して
ZfD 4 をインス トールするサーバを参照します。 ステップ 9で選択したツ リーから
のみサーバを選択する必要があ り ます。

11a ［Add Servers］ ダイアログボッ クスで、 eDirectory ツ リー名または Microsoft* ド
メ イン名によ りサーバを一覧表示できます。 ［Available Servers］ の下の一覧か
らインス トール先のサーバ名をク リ ッ ク し、 二重矢印ボタンをク リ ッ ク してそ
のサーバ名を ［Selected Servers］ リ ス トに移動します。 

または、

コンテナ内のすべてのサーバを選択するには、 ［Add All Servers］ をク リ ッ ク し、
それらを ［Selected Servers］ リ ス トに移動します。 ［OK］ をク リ ッ ク します。

11b ［Select the Target Servers］ ダイアログボッ クスで、 これまでに選択されている
ZfD 4 コンポーネン トの中からインス トールするパーツを指定するこ と もでき
ます。

! ConsoleOne スナップインをインス トールするには、 ［C1 Snap-Ins］ を選択
します。

! Preboot Services をインス トールするには、 ［ZEN Preboot］ を選択します。

12 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

13 ［Installation Summary］ ダイアログボッ クスで、 インス トールするコンポーネン ト と
そのパーツの一覧を確認し、 内容が正しければ、 ［Finish］ をク リ ッ ク してインス
トール処理を開始します。
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14 スキーマを拡張した場合には、 ［Schema Extension Successful］ メ ッセージが表示さ
れます。 ログファ イルを表示させるか、 または ［OK］ をク リ ッ ク して処理を続け
ます。

15 必要に応じて、 ド ロ ップダウン メニューリ ス トから言語を選択し、 ［OK］ をク リ ッ
ク します。

16 インスト ールが完了したと き、［ Yes］ をク リ ッ ク してログファ イルを表示できます。

ZfD のインス トールの詳細については、 『ZENworks for Desktops 4 インス トールガイ ド』
を参照して ください。

Preboot Servicesサーバのセットアップの確認

この節では、 ZfD 4 Preboot Servicesのインス トール後にその環境設定を確認する方法、
およびインス トールしたサーバ上に標準の DHCPおよび Proxy DHCPのサービスを
セッ ト アップする方法について説明します。

! 18 ページの ｢ Preboot Services コンポーネン トの概要｣

! 19 ページの ｢Windows サーバ上でのセッ ト アップの確認｣

! 19 ページの ｢Windows 2000 Advanced Serverでの標準のDHCPサービスおよび Proxy 
DHCPサービスの設定｣

! 19 ページの ｢ NetWareサーバ上でのセッ ト アップの確認｣

! 20 ページの ｢NetWare 6 DHCPサーバへの標準の DHCPサービスおよび Proxy DHCP
サービスのセッ ト アップ｣

Preboot Servicesコンポーネントの概要

次のコンポーネン トが Preboot Servicesの一部と してインス トールされます。

! 18 ページの ｢ Proxy DHCPサーバ｣

! 18 ページの ｢ TFTPサーバおよび MTFTPサーバ｣

! 19 ページの ｢ ト ランザクシ ョ ンサーバ｣

Proxy DHCPサーバ

Preboot Services Proxy DHCPサーバは標準の DHCPサーバと連携して、 TFTP、
MTFTP、 およびト ランザクシ ョ ンの各サーバの IP アド レスを Preboot Services ク ラ イ
アン トに通知します。 Proxy DHCPサーバは PXE ク ラ イアン トに応答し、 どのブート
サーバ (TFTP または MTFTP)が使用されるかをも通知します。

TFTPサーバおよび MTFTPサーバ

Preboot Servicesの TFTPサーバと MTFTPサーバは、 Preboot Services ク ラ イアン トが
イ メージ作成処理の実行に必要なファ イルを要求するために使用されます。 TFTPサー
バは、 この他に、 これらのイ メージングファ イル (linux.1、 linux.2、 および loadlin.exe)
の集中管理用リポジ ト リ を供給します。 

PXE ク ラ イアン トは、 このサーバを使用して Preboot Services ク ラ イアン ト をダウン
ロード します。
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デフォルトでは、 ワークステーシ ョ ンのブート処理を迅速に実行するために TFTP が
使用されますが、 環境設定を変更して MTFTP を使用するこ と もできます。 詳細につい
ては、15 ページの第 2 章 ｢ ZENworks for Desktops Preboot Servicesのインス トールとセッ
ト アップ｣を参照して ください。

トランザクションサーバ

Preboot Services ク ラ イアン トは ト ランザクシ ョ ンサーバに接続して、 ワークステー
シ ョ ンで実行するこ とが必要なイ メージ作成処理があるかど うかを確認します。

Windowsサーバ上でのセットアップの確認

ZfD 4 Preboot Services コンポーネン トがインス トールされる と き、 次のサービスがサー
バ上でインス トールされ実行されている必要があ り ます。

! Proxy DHCPサーバ

! MTFTPサーバ

! TFTPサーバ

! ト ランザクシ ョ ンサーバ

インス トール対象の環境でデフォルトのマルチキャス ト IPがすでに使用中でない場合、
または PXE でインス トールされたファ イルをデフォルトディ レク ト リから移動した場
合には、 これらのサービスのデフォルトの環境設定を変更する必要はあ り ません。

これらのサービスの環境設定については、 25 ページの ｢サーバの環境設定｣を参照して
ください。

Preboot Services コンポーネン トがインス トールされた Windows NT/2000/XPサーバが
DHCPサーバを兼ねている場合には、 19 ページの ｢Windows 2000 Advanced Serverでの
標準の DHCPサービスおよび Proxy DHCPサービスの設定｣を参照して ください。

Windows 2000 Advanced Serverでの標準の DHCPサービスおよび Proxy DHCPサービスの
設定

Preboot Servicesがインス トールされた Windows 2000 Advanced Serverに標準の DHCP
サービスおよび Proxy DHCPサービスをセッ ト アップするには、 次の手順に従います。

1 コマンドプロンプ トで、 「netsh」 を入力します。

2 netschプロンプ トで、 「dhcp server」 を入力します。

3 dhcp serverプロンプ トで、 次のコマンドを入力します。

add optiondef 60 ClassID STRING 0 PXEClient

4 DHCP セッ ト アップメニューで定義タイプを追加します。

NetWareサーバ上でのセットアップの確認

ZfD 4 Preboot Services コンポーネン トがインス トールされる と き、 次のサービスがサー
バ上でインス トールされ実行されている必要があ り ます。

! pmap.nlm

! tftp.nlm

! pdhcp.nlm

! dts.nlm
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pxestart.ncf ファ イルを使用して、 1つのコマンドで Preboot Services を起動できます。

pxestop.ncf ファ イルを使用して、 1つのコマンドで Preboot Services を停止できます。

インス トール対象の環境でデフォルトのマルチキャス ト IPがすでに使用中でない場合、
または PXE でインス トールされたファ イルをデフォルトディ レク ト リから移動した場
合には、 これらのサービスのデフォルトの環境設定を変更する必要はあ り ません。

これらのサービスの環境設定については、 42 ページの ｢ NetWareにおける Preboot 
Services サーバの環境設定｣を参照して ください。

Preboot Services コンポーネン トが、 標準の DHCPサーバを兼ねる NetWare 6サーバに
インス トールされた場合については、 20 ページの ｢ NetWare 6 DHCPサーバへの標準の
DHCPサービスおよび Proxy DHCPサービスのセッ ト アップ｣を参照して ください。

NetWare 6 DHCPサーバへの標準の DHCPサービスおよび Proxy DHCPサービスのセット
アップ

Preboot Servicesがインス トールされた NetWare 6 DHCP サーバに標準の DHCPサービ
スおよび Proxy DHCPサービスをセッ ト アップするには、 次の手順に従います。

重要 : 標準の DHCPサーバをすでに実行している NetWare 5.xサーバに Proxy DHCPサーバをインストールし

実行することは、NetWare 5.1の DHCPプロトコルでオプション 60が用意されていないため、サポートされ
ていません。

NetWare 5.1サーバを実行している環境で DHCP サービスを NetWare 6にアップグレー
ド した場合には、 ステップ 1～ 6 を実行します。 NetWare 6サーバを実行している場合
には、 ステップ 7から実行します。

1 NetWare 6から DNS-DHCP ク ラ イアン ト をインス トールします。

2 サーバ上の sys:\systemディ レク ト リから、 dhcpsrvr.nlm、 dnipinst.nlm、 および
nddprefs.dat をバッ クアップの場所にコピーします。

3 NetWare 6 CD上の sys\systemディ レク ト リから、 dhcpsrvr.nlm、 dnipinst.nlm、 およ
び nddprefs.dat をサーバ上の sys\systemディ レク ト リにコピーします。

4 DNS-DHCP コンソールを使用して、 DNSおよび DHCPのレコードをエクスポート
します。

DNS-DHCP のロケータ とグループオブジェク ト 、 および DNS ゾーンオブジェ ク ト
の NDS®/Novell eDirectoryTMの場所に注意して ください。

5 システムコンソールで、 「load DNIPINST -R」 を入力して、 DNS-DHCPおよび関連
スキーマ拡張を削除します。

6 システムコンソールで、 「load DNIPINST」 を入力して、 更新された DNS-DHCPお
よびスキーマ拡張をインス トールします。

7 DNS-DHCP コンソールを使用して、 DNSおよび DHCPのレコードをインポート し
ます。

8 DNS-DHCP コンソールを使用して、 ツールバーの ［Global Preferences］ をク リ ッ ク
し、 ［Global DHCP Options］ タブをク リ ッ ク します。

または、

DNS-DHCP コンソールを使用して、 左側パネルのサブネッ ト をク リ ッ ク し、
［Other DHCP Options］ タブをク リ ッ ク します。

9 ［Modify］ をク リ ッ ク します。
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10 ［Available DHCP Options］ の下の ［Option 60］ を選択し、 ［Add］ をク リ ッ ク します。

11 ［Vendor Class Identifier］ テキス トボッ クスに 「PXEClient」 を入力し、 ［OK］ を 2
度ク リ ッ ク します。

12 このサーバが DNSサーバを兼ねている場合には、 システムコンソールで 「load 
NAMED」 を入力します。

13 システムコンソールで、 「load DHCPSRVR」 を入力します。

14 テキス トエディ タを使用して、 sys\system\pdhcp.iniに対して次を変更します。

USE_DHCP_Port を 0に設定。

USE_BINL_PORTが 1に設定されているこ とを確認。

15 pdhcp.nlm をアンロード し、 再びロード します。

ワークステーション上での PXEの有効化

Preboot Services を使用してワークステーシ ョ ンのイ メージを作成するには、 ワークス
テーシ ョ ンが機能的に PXE に対応しているか、 および PXE をサポート しているかを確
認する必要があ り ます。

PXE コードは比較的新しい (PC 99対応以降の ) ワークステーシ ョ ンの NIC で提供され
ています。

この節では、 次の ト ピッ クについて説明します。

! 21 ページの ｢ PXE対応ワークステーシ ョ ンでの PXE の有効化｣

! 22 ページの ｢ワークステーシ ョ ン上での PXE有効化の確認｣

! 22 ページの ｢ワークステーシ ョ ンが PXE機能を持たない場合｣

PXE対応ワークステーションでの PXEの有効化

PXE を有効にしている と、 ブート処理にかかる時間が少し伸びます。 このため、 大部
分の NIC ではデフォルトで PXE をオフにしています。 PXE対応のワークステーシ ョ ン
で PXE を有効にするには、 次の手順を実行します。

1 コンピュータのシステム BIOSのメニューに入り、 ブートシーケンスのオプシ ョ ン
設定に移動します。

ワークステーシ ョ ンにおける PXE有効化の方法は、 製造メーカによ り異な り ます
が、 一般的には、 次のいずれかにな り ます。

! BIOSで、PXE機能の有効化または無効化のBIOS設定を別エン ト リ と して持って
いる。 この場合には、 PXE ブート設定またはネッ ト ワークブート設定を有効に
します。

! BIOS で、 ブートの順番を設定する拡張エン ト リ を持っている。 たとえば、 シス
テムのブート をハードディ スクから試行する前にフロ ッピーディ スクから試行
するよ うに指定するこ とができます。 この場合には、 システムがフロ ッピー
ディ スクやハードディ スクからブート を試行する前に、 ネッ ト ワークブート を
試行するよ うに設定します。

2 ブート シーケンスのオプシ ョ ンに PXE がな く、 NICがマザーボードに組み込まれ
ている場合には、 BIOSのデバイス設定のセクシ ョ ンで PXE を有効にするオプシ ョ
ンを見つけるこ とができるこ とがあ り ます。 この場合、 PXE ではなく、 MBA 
(Managed Boot Agent)や Pre-Boot Serviceなどの名前になっている可能性があ り ます。 
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デバイス設定のセクシ ョ ンで PXE を有効にした後、 ブート シーケンスのオプシ ョ
ンを入力し直して PXEが最初のブート項目になるよ うにします。

3 変更を保存してシステム BIOS を終了します。

4 ワークステーシ ョ ンを再起動します。

ワークステーシ ョ ンにネッ ト ワークアダプタが実装されておらず、 PXEがマザーボー
ドに組み込まれている場合には、 ブート時にインス トールされた NICの管理ソフ ト
ウェアが PXE の環境設定を開始するよ うに要求します。 

たとえば、 PXE対応の多くのネッ ト ワークアダプタでは、 ユーザに PXE機能を設定さ
せるために、 ブート時に <Ctrl+S> を押すよ う要求します。 ネッ ト ワークアダプタに
よっては、 <Ctrl+Alt+B> などのキーの組み合わせ入力を要求するものもあ り ます。

コンピュータシステムが組み込みの NIC対応機能を持っていない場合には、 専用の
NIC管理ソフ ト ウェアを使用して PXE を有効にできるよ うに NIC を設定するこ とが必
要になるこ とがあ り ます。 PXE のサポートについては、 NICのマニュアルを参照して
ください。

ワークステーション上での PXE有効化の確認 

PXE の有効化後、 BIOSのブートセクシ ョ ンが利用可能になり ます。 PXEは、 ブート処
理中にワークステーシ ョ ンが PXE セッシ ョ ンを確立しよ う とする と きに、 ワークス
テーシ ョ ン上で適切に有効にされます。 このこ とは、 ブート処理中にワークステー
シ ョ ンが一時停止し、 画面上に次のよ うな メ ッセージを表示するこ とで確認できます。

CLIENT MAC ADDR:00 E0 29 47 59 64

DHCP...

実際に表示される メ ッセージは製造メーカによ り異な り ますが、 ブート処理中に
DHCP検索のためにワークステーシ ョ ンが画面の明らかな一時停止を引き起こすこ と
で、 PXE の有効化を確認できます。

ワークステーションが PXE機能を持たない場合

旧式のワークステーシ ョ ンの中には、 PXEがサポート されておらず、 PXE機能の実装
が必要なものがあ り ます。 この実装には、 次のよ うな方法があ り ます。

! NIC または NIC ド ラ イバをアップデートする。 ほとんどのネッ ト ワークアダプタ製
造メーカで、 PXEブート用の ROMチップを提供しており、 これを使用してワーク
ステーシ ョ ンのネッ ト ワークアダプタを PXE対応にするこ とができます。 NICの
製造メーカまたは販売業者に問い合わせて、 PXEブート ROMが入手可能かど うか
を確認して ください。 対象の NICに、 PXE対応を可能にするアップグレード され
たド ラ イバが提供されている場合もあ り ます。

! BIOSのバージ ョ ンをアップデートする。 組み込みのネッ ト ワークアダプタを持つ
マザーボードの大部分の製造メーカでは、 ワークステーシ ョ ンを PXE対応にする
BIOSのアップグレードを提供するこ とを予定しています。 製造メーカの Webサイ
ト を閲覧した り販売業者に問い合わせて、 BIOS アップグレードについて確認して
ください。

! ワークステーシ ョ ンに利用可能な PXE がない場合、 ZfD 4 Preboot Services PXE-on-
Diskユーティ リ ティ を使用する。 このユーティ リ テ ィ を使用する と、 ワークス
テーシ ョ ンを PXE環境に参加させる こ とができるブートディ スクを作成できます。 
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PXE-on-Diskユーティ リ ティは、 ZfD 4の Preboot Services (PXE Support)の一部と し
て Windowsサーバにインス トールされ、 Imaging Boot Disk Creator (ConsoleOneで、
［Tools］ > ［ZENworks Utilities］ > ［Imaging］ > ［Create or Modify Boot Diskette］ の順
にク リ ッ ク )の ［Create PXE Disk］ ボタンから作成できます。 このユーティ リ テ ィ
は NetWareサーバにはインス トールされないため、 ZENworks for Desktops Program 
CD から、\zen preboot services\pxe on disk フォルダを Windows ワークステーシ ョ ン
にコピーした後に、 pxebuilder.exe を実行する必要があ り ます。

PXE-on-Diskの詳細については、ZfD 4 Preboot Servicesの 『ZENworks for Desktops 4 
Preboot Services PXE-on-Diskユーザガイ ド』 を参照してください。
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3  ネットワーク環境での ZENworks for Desktops 
Preboot Servicesの展開

この節で概要を説明するネッ ト ワーク展開方針の実施には、 TCP/IP ネッ ト ワークプロ
ト コルの十分な理解、 および TCP/IPルーティングと DHCPディ スカバ リプロセスに
ついての実践的な知識が必要です。

ローカルエ リ アネッ ト ワークに Novell® ZENworks® for Desktops Preboot Services (PXE)
を展開する作業は、 イ メージングおよび Preboot Services を実行するサーバを環境設定
するだけなので比較的簡単です。 ただし、 ルーティングが必要な環境への Preboot 
Services の展開は、 これよ り複雑な作業にな り ます。 イ メージングおよび Preboot 
Services を実行するサーバと、 サーバと PXE ワークステーシ ョ ン間にあるネッ ト ワー
クスイ ッチおよびルータの双方についての設定が必要になる可能性があ り ます。

Preboot Services ネッ ト ワーク ト ラフ ィ ッ クを適切に転送するよ うにルータまたはス
イ ッチを設定するには、 DHCP プロ ト コル、 DHCP リ レーエージェン ト 、 および IP転
送についての十分な理解が必要です。 スイ ッチおよびルータの実際の設定は、 ハード
ウェアの詳しい知識を持つ担当者が実行するこ とが必要です。

サーバの環境設定が適切に実行され、 正常に動作しているこ とを確認するために、 最
初に LAN環境で Preboot Services をセッ ト アップするこ とを強くお勧めします。

この章では、 次の ト ピッ クについて説明します。

! 25 ページの ｢サーバの環境設定｣

! 27 ページの ｢ネッ ト ワークの環境設定｣

サーバの環境設定

Preboot Services環境では、 標準の DHCPサーバ、 Proxy DHCPサーバ、 TFTP または
MTFTPのブートサーバ、 およびト ランザクシ ョ ンサーバが正常に機能している必要が
あ り ます。 標準の DHCPサーバを除いて、 これらのサーバは ZfD Preboot Services のイ
ンス トール時にインス トールされます。 

以下の節では、 これらのサービスについて一般的な情報を提供します。

! 26 ページの ｢ DHCPサーバ｣

! 26 ページの ｢ Proxy DHCPサーバ｣

! 26 ページの ｢ TFTPサーバおよび MTFTPサーバ｣

! 26 ページの ｢ ト ランザクシ ョ ンサーバ｣

これらのサービスについて、 デフォルトの環境設定を変更する必要が出てく るこ とは
ほとんどあ り ません。 ただし、 環境設定に関してよ り詳しい情報が必要な場合には、
39 ページの ｢Windows NT 4.0での Preboot Services サーバの環境設定｣または 42 ページ
の ｢ NetWare における Preboot Servicesサーバの環境設定｣を参照して ください。
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DHCPサーバ

標準の DHCPサーバは、 PXE ワークステーシ ョ ンに IP アドレスを割 り当てる こ とがで
きる有効なスコープを持つよ うに設定される必要があ り ます。 スコープのオプシ ョ ン
では、 PXE ワークステーシ ョ ンが使用するゲート ウェイまたはルータを指定するこ と
も必要です。

Preboot Services (厳密には、 Proxy DHCPサーバ )が DHCPサーバと同じサーバにイン
ス トールされている場合、 DHCPサーバには特殊なオプシ ョ ンタグを設定するこ とが
必要です。 詳細については、 19 ページの ｢Windows 2000 Advanced Server での標準の
DHCPサービスおよび Proxy DHCPサービスの設定｣および 20 ページの ｢ NetWare 6 
DHCPサーバへの標準の DHCPサービスおよび Proxy DHCPサービスのセッ ト アップ｣
を参照して ください。

重要 : 標準の DHCPサーバをすでに実行している NetWare® 5.xサーバ上に Proxy DHCPサーバをインストー
ルし実行することは、サポートされていません。

Proxy DHCPサーバ

Preboot Services Proxy DHCPサーバは標準の DHCPサーバと連携して、 TFTP、
MTFTP、 およびト ランザクシ ョ ンの各サーバの IP アド レスを PXE ク ラ イアン トに通
知します。 Proxy DHCP サーバは PXE ク ラ イアン トに応答し、 どのブートサーバ (TFTP
または MTFTP)が使用されるかをも通知します。

デフォルトの環境設定の変更が必要になる場合はほとんどあ り ません。

Proxy DHCPサーバを ト ランザクシ ョ ンサーバまたは TFTPサーバと同じサーバ上で実
行しない場合には、 PXE ワークステーシ ョ ンが別のサーバにアクセスするよ うに Proxy 
DHCP設定を変更する必要があ り ます。

重要 : 標準の DHCPサーバをすでに実行している NetWare 5.xサーバ上に Proxy DHCPサーバをインストール
し実行することは、サポートされていません。

TFTPサーバおよび MTFTPサーバ

Preboot Servicesの TFTPサーバおよび MTFTPサーバは、 Preboot Services ク ラ イアン
トがイ メージ作成処理を実行するのに必要なファ イルを要求するために使用されます。
この他に、 TFTPサーバはこれらのファ イルの集中管理用リポジ ト リ を提供します。 

PXE ク ラ イアン トは、 これらのサーバのいずれかを使用して Preboot Services ク ラ イア
ン ト をダウンロード します。

デフォルトでは、 ワークステーシ ョ ンのブート処理を迅速に実行するために TFTP が
使用されますが、 環境設定を変更して MTFTP を使用するこ と もできます。 詳細につい
ては、 39 ページの ｢Windows NT 4.0 での Preboot Servicesサーバの環境設定｣または 42 
ページの ｢ NetWareにおける Preboot Servicesサーバの環境設定｣を参照して ください。

トランザクションサーバ

Preboot Services ク ラ イアン トは ト ランザクシ ョ ンサーバに接続して、 ワークステー
シ ョ ンで実行するこ とが必要なイ メージ作成処理があるかど うかを確認します。

デフォルトの環境設定の変更が必要になる場合はほとんどあ り ません。
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ト ランザクシ ョ ンサーバが Preboot Services ク ラ イアン ト と通信するために使用する
UDP ポート を変更できます (デフォルトでは、 UDP ポート 18753 を使用 )。 この変更は
ト ランザクシ ョ ンサーバが実行している他のサービス とポートが競合する場合にのみ、
実行するこ とが必要です。詳細については、15 ページの第 2 章 ｢ ZENworks for Desktops 
Preboot Servicesのインス トールとセッ ト アップ｣を参照してください。

ネットワークの環境設定

ネッ ト ワークで Preboot Services を実行するために必要な環境設定は、 ネッ ト ワークの
セッ ト アップ状況によ り異な り ます。 次のいずれかにセッ ト アップされたネッ ト ワー
ク環境を使用して、 Preboot Services を環境設定できます。

! Preboot Services と DHCP を異なるサーバ上で実行する LAN環境

! Preboot Services と DHCP を同じサーバ上で実行する LAN環境

! Preboot Services と DHCP を異なるサーバ上で実行する WAN または VLAN環境

! Preboot Services と DHCP を同じサーバ上で実行する WAN または VLAN環境

この節では、 次の ト ピッ クについて説明します。

! 27 ページの ｢ネッ ト ワーク設計における一般的な考慮事項｣

! 28 ページの ｢ LAN環境｣

! 29 ページの ｢WAN または VLAN環境｣

! 31 ページの ｢Preboot Services と DHCPを同じサーバ上で実行するWANまたはVLAN
の環境設定｣

! 34 ページの ｢ Preboot Services と DHCP を異なるサーバ上で実行する WAN または
VLANの環境設定｣

! 36 ページの ｢ス イ ッチおよびルータのフ ィルタ設定｣

ネットワーク設計における一般的な考慮事項

Preboot Services ク ラ イアン トが TFTPサーバまたは MTFTPサーバと と もに、 ト ランザ
クシ ョ ンサーバにも効率的に接続できるよ うに、 ネッ ト ワークを設計します。 ネッ ト
ワーク上にインス トールする Preboot Services ク ラ イアン トの数、 およびそれらのク ラ
イアン トにサービスを提供するのに使用できる帯域について検討して ください。 ク ラ
イアン ト とサーバが Preboot Services のプロセスの中でどのよ うにやり取りするかにつ
いては、 10 ページの ｢ Preboot Servicesの処理流れ図｣を参照してください。

DHCPサーバのスコープごとに、 1つの Proxy DHCPサーバだけをインス トールできます。

LAN内に TFTPサーバをインス トールして、 Preboot Services ク ラ イアン トが TFTP
サーバにアクセスできるよ うにする必要があ り ます。 Preboot Servicesによって発生す
るネッ ト ワーク ト ラフ ィ ッ クの大部分は、 Preboot Services ク ラ イアン ト と TFTPサー
バ間のものです。 低速の WAN リ ンクを経由しないでク ライアン トが TFTPサーバに接
続できるよ うにするこ とが、 良い設計の条件にな り ます。
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LAN環境

以下の節では、 LAN環境における Preboot Servicesのセッ ト アップについて説明します。

! 28 ページの ｢ Preboot Services と DHCP を異なるサーバ上で実行する LAN環境｣

! 28 ページの ｢ Preboot Services と DHCP を同じサーバ上で実行する LAN環境｣

Preboot Servicesと DHCPを異なるサーバ上で実行する LAN環境

Preboot Servicesと DHCPを同じサーバ上で実行する LAN環境

情報 セットアップの詳細

スコープ LAN内の PXEワークステーションだけが Preboot Servicesサーバに接続しま
す。

適用例 クラス間でワークステーションを共有するための準備にイメージングを使用
する、小規模の学内コンピュータ研究室。

利点 ! インストールとセットアップが最も容易。

! ネットワークの環境設定が必要ありません。

! DHCPサーバの環境設定が必要ありません。

欠点 単一 LAN環境の小規模の研究室用ネットワークであるため、用途が制限され
ます。

情報 セットアップの詳細

スコープ LAN内の PXEワークステーションだけが Preboot Servicesサーバに接続
します。

適用例 クラス間でワークステーションを共有するための準備にイメージングを
使用する 1台のサーバのみを持つ、小規模の学内コンピュータ研究室。

必要な環境設定 Preboot Servicesと DHCPが同じサーバ上で実行されるため、DHCPサー
バでオプションタグ 60を設定します。

このタグの設定については、19 ページの ｢ Windows 2000 Advanced 
Serverでの標準の DHCPサービスおよび Proxy DHCPサービスの設定｣お
よび 20 ページの ｢ NetWare 6 DHCPサーバへの標準の DHCPサービスおよ
び Proxy DHCPサービスのセットアップ｣を参照してください。

利点 ! インストールとセットアップが容易。 

! ネットワークの環境設定が必要ありません。

欠点 ! DHCPサーバの環境設定が必要です (オプションタグ 60)。 

! 単一 LAN環境の小規模の研究室用ネットワークであるため、用途が

制限されます。
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WANまたは VLAN環境

WAN では、 PXE ワークステーシ ョ ンは通常、 1台以上のルータで Proxy DHCPサーバ
および DHCPサーバから分離されます。 PXE ワークステーシ ョ ンは DHCP情報をブ
ロードキャス ト しますが、 デフォルトでは、 ルータはブロードキャス ト をサーバに転
送しないため、 Preboot Services のセッシ ョ ンが失敗します。

VLAN環境では、 PXE ワークステーシ ョ ンはスイ ッチによ り Proxy DHCP サーバおよび
DHCPサーバから論理的に分離されます。 IP レベルでは、 この環境設定は従来の WAN(
ルーティング )環境に類似しています。

典型的な VLAN環境では、 スイ ッチで仮想 LAN を設定するこ とによ り、 ネッ ト ワーク
が多くのサブネッ トに分割されます。 各仮想 LAN内のワークステーシ ョ ンは、 通常、
集中管理用 DHCPサーバから自分の IP アドレスを取得します。 このシステムが機能す
るには、 各ゲート ウェイで BOOTP または IP helper を設定するこ とが必要です。 これ
らのヘルパは DHCP要求を各サブネッ ト内のワークステーシ ョ ンから DHCPサーバに
転送し、 DHCPサーバがそのサブネッ ト内のワークステーシ ョ ンに応答できるよ うに
します。

以下の節では、 WAN または VLAN環境における Preboot Services のセッ ト アップにつ
いて説明します。

! 29 ページの ｢ Preboot Services と DHCP を異なるサーバ上で実行する WAN または
VLAN環境｣

! 30 ページの ｢Preboot Services と DHCPを同じサーバ上で実行するWANまたはVLAN
環境｣

Preboot Servicesと DHCPを異なるサーバ上で実行する WANまたは VLAN環境

情報 セットアップの詳細

スコープ WANまたは VLAN全体にわたる PXEワークステーションが、Preboot 
Servicesサーバに接続します。

適用例 複数のサブネットに分割されたネットワークを持つ企業ネットワークま
たは中規模ネットワーク (ただし、1台の DHCPサーバのみ実行 )

必要な環境設定 DHCPリレーエージェントまたは IP helperが、PXEワークステーション
が属するサブネットを制御するルータまたはスイッチ上に設定されま
す。このヘルパは、サブネット内で検出されるすべての DHCPブロード
キャストを DHCPサーバおよび Proxy DHCPサーバに転送するよう環境設
定されます。

このため、通常 2つのヘルパが設定される必要があります。1つは DHCP
ブロードキャストを DHCPサーバに転送するもので、もう 1つは DHCPブ
ロードキャストを Proxy DHCPサーバに転送するものです。
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Preboot Servicesと DHCPを同じサーバ上で実行する WANまたは VLAN環境

利点 ! ネットワークのセットアップが共通。

! 複数の Preboot Servicesサーバをインストールできるので、各

サーバは特定のサブネットのみに対してサービスを提供できます。
複数の Preboot Servicesがインストールされた場合には、Proxy 
DHCPサーバは集中管理用トランザクションサーバの IPアドレス
を提供できるように環境設定する必要があります。 

この方式では、PXEワークステーションが同じサブネット上に配
置されている Proxy DHCPサーバから応答を受け取りますが、ワー
クステーションは必要なイメージ作成処理のチェックのために単
一の集中管理用トランザクションサーバにリダイレクトされます。

Proxy DHCPの環境設定の変更については、15 ページの第 2 章 
｢ ZENworks for Desktops Preboot Servicesのインストールとセッ
トアップ｣を参照してください。

欠点 ネットワーク装置 (ルータ、スイッチ )に追加のＩＰ helperを設定す
る必要があります。ネットワーク装置の中には、2つ以上の追加の IP 
helperが設定されていると正常に機能しない可能性があるものがありま
す。

詳しいセットアップ情報 34 ページの ｢ Preboot Servicesと DHCPを異なるサーバ上で実行する
WANまたは VLANの環境設定｣

情報 セットアップの詳細

スコープ WANまたは VLAN全体にわたる PXEワークステーションが、Preboot 
Servicesサーバに接続します。

適用例 複数のサブネットに分割されたネットワークを持つ企業ネットワークま
たは中規模ネットワーク (ただし、1台の DHCPサーバのみ実行 )

必要な環境設定 ! ルータおよびスイッチで、ネットワークトラフィックを DHCPに転

送するように IP helperが設定されています。

! Preboot Servicesおよび DHCPが同じサーバ上で実行されるため、

DHCPサーバでオプションタグ 60が設定されます。

このタグの設定については、19 ページの ｢ Windows 2000 
Advanced Serverでの標準の DHCPサービスおよび Proxy DHCP
サービスの設定｣および 20 ページの ｢ NetWare 6 DHCPサーバへの
標準の DHCPサービスおよび Proxy DHCPサービスのセットアップ
｣を参照してください。

利点 ネットワーク装置 (ルータ、スイッチ )に、ネットワークトラフィック
を Proxy DHCPサーバに転送する設定が必要ありません。

欠点 ! DHCPサーバの環境設定が必要です (オプションタグ 60)。 

! 1つの Preboot Servicesサーバのみがインストールできます。こ

れは DHCPサーバ (通常、1台のみ )と同じサーバ上で Preboot 
Servicesサーバを実行する必要があるためです。

詳しいセットアップ情報 31 ページの ｢ Preboot Servicesと DHCPを同じサーバ上で実行する WAN
または VLANの環境設定｣

情報 セットアップの詳細
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Preboot Servicesと DHCPを同じサーバ上で実行する WANまたは VLANの環境設定

スイ ッチがファ イアウォールと して機能し、 ネッ ト ワーク上の ト ラフ ィ ッ クの種類を
制限する場合、 ファ イアウォールで特定の UDP ポート をオープンするこ とが必要なこ
とがあ り ます。 ZfD Preboot Services で使用される UDP ポートの一覧については、 36 
ページの ｢スイ ッチおよびルータのフ ィルタ設定｣を参照して ください。

この節では、 次の ト ピッ クについて説明します。

! 31 ページの ｢実装｣

! 32 ページの ｢DHCPサーバへのProxy DHCPサーバおよびTFTPサーバのインス トー
ル｣

実装

ZENworks for Desktopsのインス トールでは、 Preboot Servicesおよびイ メージングのコ
ンポーネン トの完全なインス トールが提供されます。 すべての ZENworks Imaging and 
Preboot Services を DHCPサーバにインス トールする場合には、 サーバ上で標準のイン
ス トールを実行します。

ただし、 Preboot Services コンポーネン ト (Proxy DHCPサービスおよび TFTPサービス )
を DHCPサーバで実行し、 イ メージングおよびト ランザクシ ョ ンサーバのコンポーネ
ン ト を別のサーバで実行するこ と もできます。 

システムをこのよ うにセッ ト アップした場合の利点は、 スイ ッチとルータで IP helper
を再設定する必要がないこ とです。 これは、 すでに DHCP要求を DHCPサーバに転送
するよ う設定されているこ とに加えて、 その場合でも DHCP と イ メージングに異なる
サーバを使用できるためです。 

システムをこのよ うに環境設定するには、 次の手順に従って、 手作業で操作する必要
があ り ます。

1 ZfD 4 Preboot Services をサーバにインス トールします。

2 サーバが正し くセッ ト アップされたこ とを確認するためのテス ト を実行します。

2a サーバを PXE ワークステーシ ョ ンがある LANに接続します。 

2b イ メージ作成処理を、 ConsoleOne®のサーバポ リ シーまたはワークステーシ ョ
ンポ リシーによ り、 ワークステーシ ョ ンに割り当てます。

2c ワークステーシ ョ ンをブート します。

2d イ メージ作成処理が正常に実行されるこ とを確認します。

3 サーバ上の ZfD Proxy DHCPサービスを停止します。 

Windows NT または 2000の場合には、 ［サービス］ パネルを開き、 ［Proxy DHCP 
Service］ を停止します。 このサービスを無効に設定し、 次回サーバが起動したと き
にサービスを開始しないよ うにします。

Netwareの場合には、 サーバコンソールで 「unload pdhcp」 を入力して、 Proxy 
DHCPサービスをアンロード します。 zfdstart.ncf ファ イルを編集し、 Proxy DHCP
サービスをロードする行をコ メン トにして、 次回サーバが起動したと きにこのサー
ビスをロード しないよ うにします。

4 Proxy DHCPサービスが DHCP を実行しているサーバ上で実行された場合には、
DHCPサーバからインス トール時に追加したオプシ ョ ンタグ 60 を削除します。

5 DHCPサービスを実行しているサーバに、 Proxy DHCPサービスおよび TFTPサー
ビスをインス トールします。
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この操作方法については、 32 ページの ｢ DHCP サーバへの Proxy DHCPサーバおよ
び TFTPサーバのインス トール｣を参照して ください。

6 DHCPサーバで、 オプシ ョ ンタグ 60 を文字列 PXEClientに設定します。

この操作方法については、 19 ページの ｢Windows 2000 Advanced Server での標準の
DHCPサービスおよび Proxy DHCPサービスの設定｣および 20 ページの ｢ NetWare 6 
DHCPサーバへの標準の DHCPサービスおよび Proxy DHCPサービスのセッ ト アッ
プ｣を参照して ください。

7 PXE ワークステーシ ョ ンをステップ 1でセッ ト アップした Preboot Servicesサーバ
に リダイレク トするよ うに、 Proxy DHCPサービスを環境設定します。 

Windows NT または 2000の場合には、 Proxy DHCPサービスの環境設定アプリ ケー
シ ョ ンを実行し、 VSP IP をステップ 1でセッ ト アップしたサーバの IP アドレスに
設定します。

Netwareの場合には、 pdhcp.ini を編集して、 TRANSACTION_SERVER_IP エン ト リ を
ステップ 1でセッ ト アップしたサーバの IP アドレスに設定します。

8 DHCPサービスを実行しているサーバ上で、 この手順でインス トールした Proxy 
DHCPサービスを開始します。

Windows NT または 2000の場合には、 サービスコン ト ロールマネージャを起動しま
す。

NetWare の場合には、 サーバコンソールで 「load pdhcp」 を入力します。

以上の手順によ り、 DHCPサーバでサポート されるすべての VLAN内の PXE ワークス
テーシ ョ ンが、 PXEによるイ メージ作成処理を実行できるよ うになり ました。

DHCPサーバへの Proxy DHCPサーバおよび TFTPサーバのインストール

この節では、 次の ト ピッ クについて説明します。

! 32 ページの ｢ NetWareサーバへの Proxy DHCP サーバおよび TFTPサーバのインス
トールと環境設定｣

! 33 ページの ｢Windows NTまたは2000サーバへのProxy DHCPサーバおよびTFTPサー
バのインス トールと環境設定｣

NetWareサーバへの Proxy DHCPサーバおよび TFTPサーバのインストールと環境設定

1 次のファ イルをインス トール先サーバの sys:\systemにコピーします。 これらの
ファ イルは、 稼動中の Preboot Servicesおよびイ メージングを実行するサーバ、 ま
たは ZENworks for Desktop Program CDから取得します。

pdhcp.nlm

pdhcp.ini

tftp.nlm

tftp.ini

2 sys:\tftpディ レク ト リのすべてのファ イルを、 インス トール先サーバの同じ名前を
持つディ レク ト リにコピーします。

3 tftp.ini ファ イルを編集します。 ReadPathが、 ステップ 2で TFTP ファ イルをコピー
したパスに指定されているこ とを確認します。
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4 サービスを自動的に開始する場合には、 autoexec.ncf ファ イルを編集し、 次の行を
追加します。

Load tftp

Load pdhcp

5 サーバコンソールで次の行を入力して、 サーバ上でサービスを開始します。

Load tftp

Load pdhcp

Windows NTまたは 2000サーバへの Proxy DHCPサーバおよび TFTPサーバのインストールと
環境設定

1 Preboot Services をインス トールしたサーバ上のすべての ZfD 4 Preboot Services を停
止します。 

この操作を実行するには、 サービスコン ト ロールマネージャ ( ［コン ト ロール パネ
ル］ > ［管理ツール］ > ［サービス］ ) を開き、 ［Preboot Transaction Server］、
［Preboot Port Mapper］、 ［Proxy DHCP Service］、 および ［Preboot TFTP/MTFTP 
Service］ を停止します。

2 ZfD Preboot Services をインス トールしたサブディ レク ト リ全体をインス トール先
サーバにコピーします。 通常、 このサブディ レク ト リは、 \program files\zen 
preboot servicesです。 

3 サービスコン ト ロールマネージャを使用して、 ステップ 1で停止した元のサーバ上
のサービスを再開します。

4 インス トール先サーバで、 次の手順を実行します。 サーバには管理者権限を持つ
ユーザと してログインする必要があ り ます。

この例では、すべてのファ イルを c:\program files\zen preboot servicesにコピーする
こ とを前提にしています。

4a ［スタート ］ > ［ファ イル名を指定して実行］ の順にク リ ッ ク します。

4b 「cmd」 を入力し、 <Enter> を押してコマンド コンソールを開きます。

4c 「cd c:\program files\zen preboot services\pdhcp」 を入力して、 <Enter> を押しま
す。

4d 「dhcpservice -i」 を入力して、 <Enter> を押します。

4e 「dhcpcfg」 を入力して、 <Enter> を押します。 これによ り、 Proxy DHCPの環境
設定アプ リ ケーシ ョ ンが起動します。

4f VSP Host IP をイ メージングおよび Preboot Services を実行するサーバの IP アド
レスに設定し、 ［Save All］ > ［Exit］ の順にク リ ッ ク します。

4g コマンド コンソールに戻り ます。

4h 「cd c:\program files\zen preboot services\tftp」 を入力して、 <Enter> を押します。

4i 「tftpservice -I」 を入力して、 <Enter> を押します。

4j 「tftpcfg」 を入力して、 <Enter> を押します。 

TFTP の環境設定アプレッ トが起動します。 TFTP Read Pathが正し く、 他の
ファ イルと と もに TFTP ファ イル (dinic.sys、 boot.dnx、 bootzen2.bin、
bootzen5.bin) を含むサブディ レク ト リ を参照しているこ とを確認します。

4k ［Exit］ をク リ ッ ク して、 アプ リ ケーシ ョ ンを閉じます。
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5 サービスコン ト ロールマネージャを開き、 新たに追加された Proxy DHCPおよび
TFTPの各サービスを開始します。

または、

サーバを再起動する と、 サービスが自動的に開始します。

Preboot Servicesと DHCPを異なるサーバ上で実行する WANまたは VLANの環境設定

スイ ッチがファ イアウォールと して機能し、 ネッ ト ワーク上の ト ラフ ィ ッ クの種類を
制限する場合、 ファ イアウォールで特定の UDP ポート をオープンするこ とが必要なこ
とがあ り ます。 ZfD Preboot Services で使用される UDP ポートの一覧については、 36 
ページの ｢スイ ッチおよびルータのフ ィルタ設定｣を参照して ください。

Preboot Services と DHCP が同じサーバ上で実行される WAN または VLAN環境の展開
例を次に示します。 その後の節で、 Preboot Servicesのネッ ト ワーク ト ラフ ィ ッ クを適
切に転送できるよ う、 ネッ ト ワーク装置を設定するために必要な具体的な手順を説明
します。

! 34 ページの ｢ Cisco ネッ ト ワーク装置の設定｣

! 35 ページの ｢ Nortel ネッ ト ワーク装置の設定｣

! 35 ページの ｢ Bay ネッ ト ワーク装置の設定｣

展開例

この例では、 Bay Networks Accel 1200 スイ ッチ ( ファームウェアバージ ョ ン 2.0.1)上に
3つの VLANが環境設定されます。 各 VLANは、 1番目が Proxy DHCPサーバ、 2番目
が DHCPサーバ、 3番目が PXE ク ラ イアン ト を、 それぞれホス ト します。 PXE ク ラ イ
アン トの DHCPブロードキャス トは、 スイ ッチによ り、 Proxy DHCPサーバおよび
DHCPサーバの両方に転送されます。 両方のサーバからの応答は、 適切にルーティン
グされて PXE ク ラ イアン トに戻され、 PXE ク ラ イアン トは Preboot Services セッシ ョ ン
を正常に開始します。

3つの VLANはすべて 24 ビッ ト ネッ ト ワークであるため、 サブネッ トマスクは
255.255.255.0にな り ます。

1番目の VLANのゲート ウェイは、 10.0.0.1です。 この VLANは、 10.0.0.2～
10.0.0.128の範囲の IPが割り当てられる PXE ク ラ イアン ト をホス ト します。 この
VLAN を VLAN1 と名前を付けます。

2番目の VLANのゲート ウェイは、 10.1.1.1です。 この VLANは、 IP 10.1.1.2 を持つ
DHCPサーバをホス ト します。 この VLAN を VLAN2 と名前を付けます。

3番目の VLANのゲート ウェイは、 196.10.229.1です。 この VLANは、 Proxy DHCP
サーバおよびト ランザクシ ョ ンサーバを実行するサーバをホス ト します。 サーバの IP
は、 196.10.229.2です。 この VLAN を VLAN3 と名前を付けます。

ルーティングがすべての VLAN間で有効になっています。 各 VLANは自分自身のスパ
ニングツ リーグループ内に制限されます。

Ciscoネットワーク装置の設定

1 ［Global Configuration］ モードに移動します。

2 「ip forward-protocol udp 67」 を入力して、 <Enter> を押します。

3 「ip forward-protocol udp 68 を入力して、 <Enter> を押します。
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4 PXE ワークステーシ ョ ンで使用される LAN インタフェースに移動します。

5 「ip helper-address 10.1.1.2」 を入力して、 <Enter> を押します。

6 「ip helper-address 196.10.229.2」 を入力して、 <Enter> を押します。

7 設定を保存します。

Nortelネットワーク装置の設定

1 ルータを Site Managerに接続します。

2 IP がルーティング可能であるこ とを確認します。

3 PXE ワークステーシ ョ ンサブネッ ト または VLANで、 Bootp を有効にします。

4 PXE ワークステーシ ョ ンが接続されているインタフェースを選択します。

5 回線を編集します。

6 ［Protocols］ を選択します。

7 ［Add/Delete］ を選択します。

8 ［Bootp］ チェッ クボッ クスがオンになっているこ とを確認します。

9 <OK> を押します。

10 ［Protocols］ > ［IP］ > ［Bootp］ > ［Relay Agent Interface Table］ の順に選択します。

Bootpが有効にされたインタフェースがリ ス ト内に表示されます。

11 ［Preferred Server］ をク リ ッ ク します。

12 ［Pass Through Mode］ 値を ［Bootp and DHCP］ に変更します。

13 リ レーエージェン ト をセッ ト アップします。

13a ［Add］ をク リ ッ ク します。

13b ［Relay Agent IP Address］ ボッ クスに、 ローカルの LAN IP アドレスを入力しま
す。

13c ［Target Server IP Address］ ボッ クスに、 DHCPサーバの IP アドレスを入力しま
す。

13d ［OK］ をク リ ッ ク します。

13e ［Pass Through Mode］ 値を ［Bootp and DHCP］ に変更します。

13f ステップ 1～ 5 を再度実行しますが、 ステップ 3で Proxy DHCP サーバの IP ア
ドレスを入力します。

13g 設定を適用します。

Bayネットワーク装置の設定

スイ ッチ上で次の手順を実行します。

1 次のコマンド ラ インを使用して、 ク ラ イアン ト VLANの DHCP を有効にします。

# config vlan1 ip

# dhcp enable
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2 次のコマンド ラ インを使用して、 ワークステーシ ョ ンサブネッ トからの DHCP要
求を Proxy DHCP サーバに転送するよ うに、 IP helper を設定します。

# config ip dhcp-relay

# create 10.0.0.1 10.1.1.2 mode dhcp state enable

# create 10.0.0.1 196.10.229.2 mode dhcp state enable

create コマンドは 「create agent server mode dhcp state enable」 の形式をと り ます。 こ
こで、 agentは PXE ワークステーシ ョ ンが使用するゲート ウェイの IP アドレス、
serverは DHCP フレームが転送されるサーバの IP アドレスを、 それぞれ示します。

3 設定を保存します。

スイッチおよびルータのフィルタ設定

ネッ ト ワークデバイスの中には、 通過するネッ ト ワーク ト ラフ ィ ッ クに対してフ ィル
タ処理を実行するものがあ り ます。 Preboot Servicesは複数の異なる種類の ト ラフ ィ ッ
クを利用するため、 Preboot Services のセッシ ョ ンが正常に機能するには、 こ う した ト
ラフ ィ ッ クがルータやスイ ッチを通過できる こ とが必要です。 Preboot Servicesのセッ
シ ョ ンでは次の宛先ポートが使用されます。

スイッチ使用環境におけるスパニングツリープロトコル

一部のスイ ッチではスパニングツ リープロ ト コル (STP)が使用できます。 このプロ ト コ
ルはネッ ト ワーク内のループ検出を目的に設計されたものです。 デバイス (通常はネッ
ト ワークハブまたはワークステーシ ョ ン )がスイ ッチ上のポートに接続する と、 スイ ッ
チはデバイスに リ ンクがアクティブであるこ とを通知しますが、 ポートからのフレー
ムをネッ ト ワークの他の部分に転送せずに、 各フレームのループをチェ ッ ク した後に
そのフレームを破棄します。 スイ ッチは 15～ 45秒間このリ ッスン状態を保持する可
能性があ り ます。

この結果、 PXEが発行した DHCP要求がスイ ッチで破棄されるため、 Preboot Services
のセッシ ョ ンは失敗するこ とにな り ます。

一般に STPが処理中であるかど うかは、 スイ ッチのリ ンク インジケータを見て判別で
きます。 ワークステーシ ョ ンがオフの場合には、 スイ ッチの リ ンク インジケータも明
らかにオフです。 ワークステーシ ョ ンがオンになる と リ ンク インジケータはオレンジ
色に変わり、 しばら くする と正常な状態を示す緑色にな り ます。 リ ンク インジケータ
がオレンジ色の間は、 STPが処理中であるこ とを示します。

この問題は、イーサネッ ト スイ ッチに直接接続される PXE ク ラ イアン ト または Preboot 
Services ク ラ イアン トのみに発生します。 この問題を解決するには、 次のいずれかを実
行します。

! スイ ッチ上で STP を完全にオフにします。

コンポーネント ポート

DHCPサーバおよび Proxy DHCPサーバ UDPポート 67

TFTPサーバ UDPポート 69

RPCポートマップサーバ UDPポート 111

トランザクションサーバ UDPポート 18753
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! PXE ワークステーシ ョ ンが接続するネッ ト ワーク上のすべてのポートに対して、
STP を 「Port Fast」 に設定します。

問題の解決後は、 ポートに接続されたワークステーシ ョ ンがオンになる と、 そのポー
トの リ ンク インジケータはほとんどすぐに緑色に変わり ます。

STP と DHCPにおけるその影響については、 Using PortFast and Other Commands to Fix 
End-Station Startup Connectivity Problems (http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/
cisintwk/itg_v1/tr1923.htm#xtocid897350)にある ドキュ メン ト を参照してください。

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/cisintwk/itg_v1/tr1923.htm#xtocid897350
http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/cisintwk/itg_v1/tr1923.htm#xtocid897350
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4 ZENworks for Desktops Preboot Servicesの管理

この章では、Novell® ZENworks® for Desktops (ZfD) 4/SP1/4.0.1 Preboot Servicesの管理お
よび環境設定について説明します。 

次のト ピッ クから構成されます。

! 39 ページの ｢Windows NT 4.0 での Preboot Servicesサーバの環境設定｣

! 42 ページの ｢ NetWare における Preboot Servicesサーバの環境設定｣

! 43 ページの ｢ IP ポート使用の環境設定｣

Windows NT 4.0での Preboot Servicesサーバの環境設定

以下の節では、 次の各 ZfD 4 Preboot Servicesサーバを環境設定する方法について説明
しています。

! 39 ページの ｢ TFTPサーバの環境設定｣

! 40 ページの ｢ MTFTPサーバの環境設定｣

! 40 ページの ｢ Proxy DHCPサーバの環境設定｣

! 41 ページの ｢ DHCPサーバの環境設定｣

TFTPサーバの環境設定

デフォルトの TFTP サーバについて、 環境設定値の変更が必要になる場合はほとんど
あ り ません。 変更の必要がある場合には、 次の手順に従います。

1 Windows のデスク ト ップから、 ［スタート ］ > ［プログラム］ > ［ZEN Preboot 
Services］ > ［ZEN Preboot Services Configuration］ > ［TFTP Configuration］ の順にク
リ ッ ク します。 ［TFTP Configuration］ ウ ィ ンド ウが表示されます。

2 次のフ ィールドに情報を入力します。

［TFTP Data Path］ :  ク ラ イアン トに要求された り書き込まれるファ イルを、 TFTP
サーバが検索するディ レク ト リ を指し示すデータパス。
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3 ［Save All］ をク リ ッ ク して、 新しい設定を保存します。

または、

［Exit］ をク リ ッ ク して、 変更を保存せずに環境設定ユーティ リ ティ を閉じます。

MTFTPサーバの環境設定

デフォルトの MTFTP サーバについて、 環境設定値の変更が必要になる場合はほとんど
あ り ません。 変更の必要がある場合には、 次の手順に従います。

1 Windows のデスク ト ップから、 ［スタート ］ > ［プログラム］ > ［ZEN Preboot 
Services］ > ［ZEN Preboot Services Configuration］ > ［MTFTP Configuration］ の順に
ク リ ッ ク して、 ［MTFTP Configuration］ ダイアログボッ クスを表示します。

2 次のフ ィールドに情報を入力します。

［Multicast IP］ :  マルチキャス ト転送中に宛先と して使用されるアドレスを指定し
ます。 このアドレスは、 マルチキャス ト用に指定された IP アドレスの範囲内にあ
るこ とが必要です。 この値を変更する場合、 必ず Proxy DHCP環境設定の対応する
エン ト リ を更新して ください。

［Server Port］ :  サーバが要求を受信するポート番号を指定します。 この値を変更す
る場合、 必ず Proxy DHCP環境設定の対応するエン ト リ を更新して ください。

［Data Read Path］ :  ク ラ イアン トが要求するファ イルを MTFTPサーバが読み取る
ディ レク ト リ を指定します。

3 ［Save All］ をク リ ッ ク して、 新しい設定を保存します。

または、

［Exit］ をク リ ッ ク して、 変更を保存せずに環境設定ユーティ リ ティ を閉じます。

Proxy DHCPサーバの環境設定

Proxy DHCPサーバは、 Preboot Services システムに接続するために必要な情報を
Preboot Services ク ラ イアン トに提供します。

Proxy DHCPサーバの設定を確認するには、 次の手順に従います。

1 Windows のデスク ト ップから、 ［スタート ］ > ［プログラム］ > ［ZEN Preboot 
Services］ > ［ZEN Preboot Services Configuration］ > ［Proxy DHCP Configuration］ の
順にク リ ッ ク して、 ［Proxy DHCP Configuration］ ダイアログボッ クスを表示します。
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2 次のフ ィールドを確認します。

［Transaction Server IP］ :  Preboot ク ラ イアン トはイ メージ作成処理をチェ ッ クする
ために、 この IP アドレスを使用してサーバにアクセスします。

［TFTP Server IP］ :  PXEおよび Preboot ク ラ イアン トはこの IP アドレスを使用して
サーバにアクセスし、 イ メージ作成処理が必要な場合に、 Preboot ク ラ イアン ト
(dinic.sys)およびイ メージングエンジンをダウンロード します。

［Proxy DHCP IP］ :  このアドレスが設定されている と、 Proxy DHCPサーバはサー
バ上のこの IP アドレスにバインド しよ う と します。 このアドレスはサーバ上の有
効な IP アドレスである こ とが必要です。

この設定を使用する と、 Proxy DHCPサーバに、 サーバの物理 LAN アダプタではな
く ク ラスタサーバ上の仮想 LAN アダプタを使用するよ うに強制できます。 

この設定の使用によ り、 PDHCPサーバに、 マルチホームサーバの 1つのインタ
フェースのみに応答するよ う強制するこ と もできます。

このダイアログボッ クス内のすべての MTFTP設定は、 ［MTFTP Configuration 
Utility］ で表示される設定と同じであるこ とが必要です。 ［MTFTP Client Port］、
［MTFTP Open Timeout］、 ［MTFTP Reopen Timeout］、 および ［PXE Boot Menu 
Timeout］ の各設定は、 デフォルト値を変更しないでください。

3 ［Save All］ をク リ ッ ク して、 新しい設定を保存します。

または、

［Exit］ をク リ ッ ク して、 変更を保存せずに環境設定ユーティ リ ティ を閉じます。

環境設定ユーティ リ ティのいずれの IP アド レスフ ィールドについても、 0.0.0.0に設定
できます。 サーバではこれらのエン ト リ を、 サーバ内で最初にインス トールされた
ネッ ト ワークアダプタの IP アドレスに置き換えます。

DHCPサーバの環境設定

DHCPサーバで、 DHCP タグにオプシ ョ ン 60(10進数 ) を追加する必要があ り ます。 こ
のオプシ ョ ンは文字列型で、 文字列 PXEClient を含むこ とが必要です。

詳細については、 19 ページの ｢Windows 2000 Advanced Server での標準の DHCPサービ
スおよび Proxy DHCPサービスの設定｣を参照して ください。
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NetWareにおける Preboot Servicesサーバの環境設定

ZfD 4 Preboot Servicesがいったんインス トールされる と、 デフォルトの環境設定の変更
が必要になる場合はほとんどあ り ません。 ただし設定の変更が必要になった場合には、
変更対象のサーバの該当する .ini ファ イルを編集して変更できます。 これらの .ini ファ
イルは、 Preboot Servicesサーバの sys:\systemディ レク ト リにあ り ます。

この節では、 次の ト ピッ クについて説明します。

! 42 ページの ｢ MTFTPおよび TFTP モジュールの環境設定｣

! 42 ページの ｢ Proxy DHCPモジュールの環境設定｣

! 43 ページの ｢ ト ランザクシ ョ ンサーバモジュールの環境設定｣

! 43 ページの ｢ DHCPサーバの環境設定｣

MTFTPおよび TFTPモジュールの環境設定

tftp.ini ファ イルを修正して、 MTFTPおよび TFTP モジュールがファ イルのアクセスに
使用するパスを設定できます。 使用できるオプシ ョ ンは次のとおりです。

［ReadPath］ :  MTFTPおよび TFTPモジュールがファ イルのアクセスに使用するパスを
設定します。 この設定のデフォルト値は、 sys:\tftp\です。

［WriteProtect］ :  この値を 0に設定する と、 MTFTPおよび TFTPモジュールは書き込
み要求を受け付け、 1に設定する と、 書き込み要求を拒否します。

注 : 変数名 (たとえば、ReadPath)では、大文字小文字を区別します。

Proxy DHCPモジュールの環境設定

pdhcp.ini ファ イルを修正するこ とで、 Proxy DHCP モジュールが使用するパラ メータを
設定できます。 使用できるオプシ ョ ンは次のとおりです。

［TRANSACTION_SERVER_IP］ :  Preboot ク ラ イアン トはこの IP アドレスでサーバにア
クセスし、 イ メージ作成処理をチェッ ク します。

［TFTP_SERVER_IP］ :  PXEおよび Preboot ク ラ イアン トはこの IP アドレスを使用して
サーバにアクセスし、 イ メージ作成処理が必要な場合に、 Preboot ク ラ イアン ト
(dinic.sys)およびイ メージングエンジンをダウンロード します。

［PDHCP_Server_IP］ :  このアドレスが設定されている と、 Proxy DHCPサーバはサーバ
上のこの IP アドレスにバインド し よ う と します。 このアドレスはサーバ上の有効な IP
アドレスであるこ とが必要です。

この設定を使用する と、 Proxy DHCPサーバに、 サーバの物理 LAN アダプタではな く
ク ラスタサーバ上の仮想 LAN アダプタを使用するよ うに強制するこ と もできます。 

この設定の使用によ り、 PDHCP サーバに、 マルチホームサーバの 1つのインタフェー
スのみに応答するよ う強制できます。

［BOOT_MENU_TIMEOUT］ :  この設定は、 PXE ワークステーシ ョ ンのブート時に PXE
ブート メニューが表示される時間 (秒単位 ) を制御します。



ZENworks for Desktops Preboot Servicesの管理 43

    Novell Confidential        Manual (JPN)  12 May 2003

［USE_MTFTP］ :  このオプシ ョ ンを 0に設定する と、 マルチキャス ト TFTP転送が無効
にな り ます。 これがデフォルトの設定です。

このオプシ ョ ンを 1に設定する と、 マルチキャス ト TFTP転送が有効にな り ます。 こ
のモードでは、 PXE ク ラ イアン トは初期 dinic.sys ファ イル転送のためのマルチキャス
ト グループへの参加を待機します。 このオプシ ョ ンを有効にする と、 PXE ブート シー
ケンスが 10～ 20秒延びるため、 お勧めできません。

［MTFTP_IP］ :  この値はサーバが MTFTP転送で使用するマルチキャス ト IP を指定し
ます。

［ MTFTP_SERVER_PORT］ :  この値は MTFTP転送に使用するサーバポート を指定します。

［MTFTP_CLIENT_PORT］ :  この値は MTFTP転送に使用するク ライアン ト ポート を指定
します。

［MTFTP_OPEN_TIMEOUT］ :  MTFTP セッシ ョ ンをオープンする前に待機する時間を設
定します。

［MTFTP_REOPEN_TIMEOUT］ :  MTFTP セッシ ョ ンを再オープンする前に待機する時間
を設定します。

注 : 変数名 (たとえば、MTFTP_IP)では、大文字と小文字が区別されます。

トランザクションサーバモジュールの環境設定

dts.ini ファ イルを修正するこ とで、 ト ランザクシ ョ ンサーバモジュールが使用するパラ
メータを設定できます。 次のオプシ ョ ンを設定できます。

［Server UdpPort］ :  この値には、 使用する UDP ポート番号を設定します。

注 : この変数名では大文字と小文字を区別します。

DHCPサーバの環境設定

DHCPサーバおよび Proxy DHCPサーバを NetWare 6サーバで実行する方法について
は、 20 ページの ｢ NetWare 6 DHCP サーバへの標準の DHCP サービスおよび Proxy 
DHCPサービスのセッ ト アップ｣を参照して ください。

IPポート使用の環境設定

この節では、 ZfD 4 Preboot Services で使用されるネッ ト ワークポートについて説明しま
す。 この節の情報を利用する と、 Preboot Services で生成されるネッ ト ワーク ト ラ
フ ィ ッ クが適切に転送されるよ うにルータまたはファ イアウォールを設定できます。
ルータ設定の詳細については、 25 ページの ｢ネッ ト ワーク環境での ZENworks for 
Desktops Preboot Servicesの展開｣を参照して ください。

! 44 ページの ｢使用可能なポート ｣

! 44 ページの ｢Windows NT 4.0 Server におけるポート使用の変更｣

! 44 ページの ｢ NetWare におけるポート使用の変更｣
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使用可能なポート

ZfD 4 Preboot Servicesは、 well-known ポートおよび専用ポートの両方の IP ポート を使
用します。

well-known IP ポートには次のものが含まれます。

! 67(10進数 ):  Proxy DHCPサーバは、PXE情報の要求についてこのポート を リ ッスン
します。 このポートは標準の DHCP サーバが使用するポート と同じです。

! 69(10進数 ):  TFTPサーバは、PXE ク ラ イアン ト または Preboot Services ク ラ イアン ト
からのファ イル要求について、 このポート を リ ッスンします。

! 111(10進数 ):  ポートマッパポートです。 このサーバの説明については、 RFC 1057 
(http://sunsite.iisc.ernet.in/collection/rfc/rfc1057.html) を参照して ください。

専用 IP ポートには次のものが含まれます。

! 18753(10進数 ):  ト ランザクシ ョ ンサーバのク ライアン ト接続ポートです。ト ランザ
クシ ョ ンサーバは、 このポートで Preboot Services ク ラ イアン トからのすべての接
続要求を受信します。

! 360(10進数 ):  MTFTPサーバは、PXE ク ラ イアン ト またはPreboot Services ク ラ イアン
トからの MTFTP要求について、 このポート を リ ッスンします。

Windows NT 4.0 Serverにおけるポート使用の変更

ト ランザクシ ョ ンサーバおよび MTFTP サーバは、 必要に応じて、 別のポート を使用す
るよ うに設定できます。 ポート を変更するには、 次の手順に従います。

1 Windows サーバのデスク ト ップから、 ［スタート ］ > ［プログラム］ > ［ZEN Preboot 
Services］ > ［ZEN Preboot Services Configuration］ > ［preboot_service_configuration.］
の順にク リ ッ ク します。

2 環境設定内の該当する設定を変更します。

3 サーバをいったん停止し再起動して、 変更を有効にします。

NetWareにおけるポート使用の変更

1 dts.nlm モジュールと同じディ レク ト リにある dts.ini ファ イルを編集します。

2 ServerUdpPortに使用するポート番号を設定します。

3 dts.nlm をいったん停止し再起動して、 変更を有効にします。

http://sunsite.iisc.ernet.in/collection/rfc/rfc1057.html
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